ころが ある」 と。 

さて、 私の これらの 文章が 雑誌に 発表され た 当時、 

いは ゆる 反響と いふべき ものが 相当に あり、 私自身 も 

直接 間接、 いろいろな 読者の声 を 聞く ことができた。 

それ は、 私に とって、 誡め ともなり、 励まし ともなり 

要するに、 まったく 無駄な こと をした のではなかった 

とい ふこと を はっきり 教 へられた。 

た >、 今 もな ほいく ぶん 残念に 思 ふこと は、 これら 

の 文章 は あまり 不用意に、 しかも あわた y しく 書かれ 

たからで も あるが、 むしろ それより は 私の 貧しい 素質 



ば 、 責任 あ る 発言と を 求めよ うとい ふ 私の 念願が そ ザ J 

にあった。 

繰り か へして 言 ふが、 読ませる 必要の ある ものに は 

わからず、 わかる ものに は 珍ら しく もない 談義 だ、 と 

いふ 評 ほど、 尤もの やうで ゐて、 実は つれな く、 私 を 

がっかりさせる 評 はない。 第一 に 読んで ほしいの は、 

読んで わからぬ 人々 ではなく、 わかりす ぎる ほど わか 

る 人々 にで あり、 さう いふ 人々 にこ そ、 私 は 珍ら しい 

こと を 聞かせる つもり はなく、 た >、 こんなに 当然で 

誰に も 関係の ある 問題が、 今日まで その 問題の 在り方 

さへ 突き とめられずに ゐる こと を、 ひとつの 疑問と し 



部の 批評に 答へ たい。 

楽天的と は、 一 種の 甘い 理想主義 を 云 ふので あらう。 

別の 言 ひ 方 を すれば、 現実の 正しい 認識な くして 徒ら 

に 人間社会の 改良 を 夢み、 転落の 過程 を 無視して 上昇 

の 可能性 を 妄信す る ものと なすので ある。 

水掛論 はよ さう。 私 は 一 方 的に 私の 立場 を 述べて お 

く- j とに する。 

私 はい は ゆる 現実主義者 でもない が、 単なる 理想 主 

義者 でもない。 とい ふ 意味 は、 私 は 現実 を あるが まゝ 

に享 けいれ、 理想 は その 本来の かたちに 於ての みこれ 

を 信じる ものである。 現実 は 非情で あり、 理想に は 眼 



私に は堪へ 得られぬ 悲しみで ある。 なにが よく その 力 

を 残す か？ 誰に も わからない。 だが、 それ をなん と 

かして 知らねば ならぬ。 あれ か？ これ か？ その ど 

れ でもない かもしれ ぬが、 それ を 知らう とする 「意志」 

だけ は、 持ちつ y けて ゐ なければ ならぬ と 思 ふ。 

この 書物 は、 私の この やうな 「意志」 の 表白で も あ 

る。 それ をし も 楽天的と いふなら、 私 は 黙る より ほか 

はない。 

ところで、 もう ひとつ、 人間 改造 も 結構で あるが、 

それ は 社会 革命 の 傍観者 によって 唱 へらるべき 主張で 
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